
2017年9月6日

ＡＬＳＯＫ（本社：東京都港区、社長：青山幸恭）は、70歳以上の高齢の親と別居している男女を対象
とした、「別居している高齢の親を持つ子どもの意識調査」を実施しました。
調査結果は以下の通りです。

＜別居している高齢の親を持つ子どもの意識調査＞

半数以上の人が2週間に1度以上の頻度で、親と連絡
半数以上の人が、親に不安を感じている
自分の親孝行を採点すると、平均44点

調査結果トピックス

 半数以上の人が2週間に1度以上の頻度で別居している高齢の親と連絡している

 女性は「特に用事がなくても連絡する」男性は「用事がなければ連絡しない」

 半数以上の人が、別居している親に不安を感じている

 不安を感じるタイミングは、体力低下、病気やけが、物忘れなど、親の老いを感じた時

 30代女性は、介護に直面している50代並みに様々なことに不安を感じている

 8割の人が不安を解消するために連絡頻度を増やすが、6割は不安を解消できていない

 親がけがや病気をしたら半数の人は当日中に駆けつけられる

 親にもしものことがあったら、半数は必要な日数休める

 高齢者を見守るには「地域の見守りネットワーク」や「非常時に通報できる端末」があると安心

 自分の親孝行を採点すると、平均44点

＜アンケートに関する問い合わせ先＞
共同PR

Tel. 03-3571-5236

＜商品・サービスに関する問い合わせ先＞
ＡＬＳＯＫ広報部

Tel. 03-3478-2310
E-mail koho@alsok.co.jp

【調査概要】
調査対象： 70歳以上の親と別居している30代から50代の全国の男女600人

※回答者属性は7ページに記載
調査期間： 2017年8月4日～7日
調査方法： インターネット調査

8ページに、ＡＬＳＯＫが提供している、離れて暮らす高齢の親の見守りに対応したサービスの紹介を掲載していています。

離れて暮らす高齢の親とのコミュニケーション

離れて暮らす親への不安

離れて暮らす高齢の親にトラブルがあった時の対応

親孝行を採点すると
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ほぼ毎日 1週間に1回以上 2週間に1回程度 1カ月に1回程度

3カ月に1回程度 半年に1回程度 1年に1回程度 上記以下の頻度

半数以上の人が2週間に1度以上の頻度で別居している高齢の親と連絡
男性は年齢が上がると、自分から高頻度で親に連絡

別居している70歳以上の親（以下、親）と連絡を取り合う頻度を聞いたところ、約半数（49.2%）の人が2週間に1度

以上の頻度連絡を取り合っており、男性より女性のほうが頻繁に連絡を取り合う人が多いようです。特に30代の女性は、

ほかの年代・性別より高い頻度で連絡を取り合っていることがわかりました。男性は年齢が上がるほど、親と連絡を取り合って

いる傾向があることが分かりました。

また、親と連絡を取る時にどちらから連絡することが多いかという質問では、女性より男性のほうが自分から親に連絡しており、

男女ともに年齢が上がるほど自分から連絡していることが分かりました。

Q. あなたが、親と連絡を取る頻度はどれくらいですか。
（回答者数600人、単数回答）

離れて暮らす高齢の親とのコミュニケーション
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35.0%

25.0%
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33.0%
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53.0%

38.0%
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全体

30代男性

40代男性

50代男性

30代女性

40代女性

50代女性

親から 自分から 同じくらいの頻度

Q.あなたが、親と連絡を取るときは、どちらから連絡することが多いですか。
（回答者数600人、単数回答）
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36.0%

41.0%

63.0%

49.2%
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女性は「特に用事がなくても連絡する」
男性は「用事がなければ連絡しない」

どのような時に親に連絡するか聞いたところ、女性の半数が「特に用事がなくても連絡する」（50.3%）と回答し、「親の

誕生日や結婚記念日など」（42.7%）、「親の家の近くで災害が起きた時」（34.7%）の順となりました。一方、男性は

「用事がなければ連絡しない」（38.3%）という人が最も多い結果となりました。しかし、年齢が上がると「特に用事がなくて

も連絡する」男性が増え、30代では24.0%でしたが、50代男性では40.0%に増加しました。

40.2%

33.8%

28.5%

21.2%

19.7%

16.2%

2.7%

28.3%

30.0%

25.0%

22.3%

17.0%

17.0%

12.3%

2.0%

38.3%

50.3%

42.7%

34.7%

25.3%

22.3%

20.0%

3.3%

18.3%

特に用事がなくても連絡する

親の誕生日や結婚記念日など

親の家の近くで災害が起きた時

親から連絡が来ていないと思った時

出産や子供の入学など、ライフイベントがある時

旅行や出張の予定がある時

その他

用事がなければ連絡しない

全体 男性 女性

Q.あなたは、どのような時に親に連絡しますか。
（回答者数600人、複数回答）

半数以上の人が、
別居している高齢の親に不安を感じている

親に対して不安はあるか聞いたところ、

半数以上（55.5%）の人が「不安がある」と回答しました。

Q. あなたは、別居している親に不安がありますか。
（回答者数600人、単数回答）

離れて暮らす高齢の親への不安

不安がある

55.5%

不安はない

44.5%

24.0%

26.0%

40.0%

30代男性

40代男性

50代男性

特に用事がなくても連絡する



3

親の体力低下、病気やけが、物忘れなど、親の老いを感じた時に不安を感じている
30代女性は、介護に直面している50代並みに様々なことに不安を感じている

不安を感じたタイミングを聞いたところ、「親の体力の低下を感じた」（67.0%）、「親が病気やけがで入院した」

（42.9%）、「会話がかみ合わなくなった・物忘れが激しくなった」（21.3%）など、実際に《親の老い》を感じることで不安

が生じているようです。

不安の内容に関して、＜親自身のこと＞では、「病気やけが」（64.8%）、「認知症、徘徊」（23.2%）、「自動車の運

転」（18.3%）の順に多く回答が集まりました。また、＜自分が関わること＞では、「親の介護」（44.5%）、「親が病気や

けがで入院した時の対応」（38.7%）、「親が亡くなった後の始末」（28.3%）の順となりました。

67.0%

42.9%

21.3%

16.5%

16.2%

親の体力の低下を感じた

親が病気やけがで入院した

会話がかみ合わなくなった、物忘れが激しくなった

事件・事故・災害で高齢者が被害に遭ったニュースを見た

食が細くなった

Q.あなたは親に対して、どのようなタイミングで不安を感じましたか。
（回答者数333人、複数回答）

Q.あなたは、今後どのような不安を感じていますか。
（回答者数600人、複数回答）

【親自身のこと】 【自分が関わること】

病気やけが 64.8% 親の介護 44.5%

認知症、徘徊 23.2% 親が病気やけがで入院した時の対応 38.7%

自動車の運転 18.3% 親が亡くなった後の始末 28.3%

火の不始末や戸締り 16.7% 親の生前からの家の片づけ 18.2%

押し売りや強盗、ひったくり、振り込め詐欺
などの犯罪

15.0% 親の生活費 17.3%

特に不安はない 21.2% 特に不安はない 29.5%

年代別では、親が高齢となり、介護に直面している人も少なくない50代女性では、ほとんどの項目において、男性と比べて

多くの人が不安を感じている結果となりました。

一方、30代女性も多くの不安を抱えていることが浮かび上がりました。＜親自身のこと＞では、「病気やけが」、 「認知症、

徘徊」、「火の不始末や戸締り」など、＜自分が関わること＞では「親が病気やけがで入院した時の対応」「親が亡くなった後の

始末」、「親の生前からの家の片づけ」など、50代の女性と並んで多いことが分かりました。

30代女性は、全ての年代・性別の中で最も親との連絡頻度が高く（2週間に1回以上連絡する人が43.0%）、スマート

フォンを持っている親と電話、メール、LINEなどで、様々なトピックスについて連絡を取り合っており、ほかの年代・性別よりも親

と親密な関係にあることが推察できます。こうした結果から、30代女性は親のちょっとした変化に気付きやすく、それによって不

安を感じてしまうのかもしれません。

※グラフは、次のページをご参照ください。
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ひったくり、振り込め詐欺

などの犯罪

ちゃんと食事しているか
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14.0%

48.0%

56.0%

42.0%

30.0%

8.0%

20.0%

親の介護

親が病気やけがで

入院した時の対応

親が亡くなった後の始末

親の生前から、家の片づけ

親の生活費

親の遺産相続や借金など

金銭問題

Q.あなたは、今後どのような不安を感じていますか。／男女・年代別
（回答者数600人、複数回答）

【親自身のこと】 【自分が関わること】

30代男性

40代男性

50代男性

30代女性

40代女性

50代女性

ほぼ毎日 1週間に1回以上

2週間に1回程度 1カ月に1回程度

3カ月に1回程度 半年に1回程度

1年に1回程度 上記以下の頻度

Q.あなたが、親と連絡をとる頻度はどれくらいですか
（回答者数600人、単数回答）

43.0%
特に用事がなくても連絡する

親の誕生日や結婚記念日など

親の家の近くで災害が起きた時

親から連絡が来ていないと思った時

出産や子供の入学など、

ライフイベントがある時

旅行や出張の予定がある時

30代男性

40代男性

50代男性

30代女性

40代女性

50代女性

Q.あなたは、どのような時に親に連絡しますか
（回答者数600人、複数回答）

Q. あなたは、どのような方法で親に連絡していますか
（回答者数600人、複数回答）

親の携帯電話・スマホに電話

親の携帯電話・スマホへ

E-mailを送る

親のスマホへLINEする

30代男性
40代男性
50代男性
30代女性
40代女性
50代女性

30代女性は、ほかの年代より高頻度で、
様々なトピックスについて、親とスマートフォンを
使って連絡している。

1位

1位

2位

1位

2位
1位

1位

2位

2位

1位

1位

2位

2位
1位

2位

1位

2位

1位

2位

1位

1位

2位

1位

2位
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解消できている

4.0%

まあまあ

解消できている

34.5%
あまり

解消できていない

49.7%

解消できていない

11.9%

対策している

62.8%

対策していない

37.2%

5

不安を解消するために「連絡頻度を増やす」人が8割
しかし、6割は「不安を解消できていない」

親に対する不安があると回答した人に、不安を解消するためにしている対策を聞いたところ、62.8%の人が何かしらの対

策をしており、対策していない人は37.2%でした。対策の内容は、主に「連絡する頻度を増やす」（84.7%）で、すぐに

実行しやすい対策をとっていることがわかりました。

しかし、その対策によって親に対する不安を解消できているか、という質問に対して、「連絡頻度を増やす」と回答した人の

うち、61.6%は「解消できていない」と回答ました。連絡頻度を増やすことは、親の異変に気付くための手段として有効です

が、不安を解消するには十分ではないようです。

Q.あなたは、親に対する不安を解消するために
対策をしていますか。

（回答者数333人、単数回答）

Q.あなたは、その対策によって親に対する不安は総合的に解消できていますか。
（回答者数「連絡頻度を増やす」と回答した177人、単数回答）

解消できていない
61.6%

10.0%

8.6%

8.6%

8.1%

4.8%

4.3%

連絡する頻度を増やす

民生委員に連絡をしたり、

訪問してもらう

親の家の近所の人に相談する

親の家の近くに引っ越す

自治体や地域の高齢者センター

などへ相談

GPS機能付きの携帯電話など

端末を渡す

食生活の維持と見守りを兼ねた食

事宅配サービスを利用

84.7%

Q.どのような対策をしていますか。
（回答者数209人、複数回答）
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25.3%

6.7%

1.0%

0.5%

仕事などを早退してすぐ駆けつけられる（当日）
連絡があった翌日には駆けつけられる（翌日）
連絡があった次の週末には駆けつけられる（6日間以内）
関わっているプロジェクトがひと段落したら駆けつけられる（1週間以上）
その他
駆けつけられない

6

離れて暮らしている高齢の親が、けがや病気をしたら
半数の人は当日中に駆けつけられる
親にもしものことがあったら、半数が「必要な日数休める」

今、親がけがや病気をしたら駆けつけられるか聞いたところ、半数を超す54.8%の人が「仕事などを早退してすぐ駆けつけら

れる」と回答し、「駆けつけられない」と回答した人は11.7%でした。

また、親にもしものことがあった時、何日くらい仕事を休めるか、という質問に対しては、半数が「必要な日数休める」

（50.0%）と回答し、「休めない」はわずか2.5%でした。

長時間労働の抑制や年次有給休暇の取得促進など「働き方改革」が進められていることもあり、以前よりも休暇の取得や

早退について周囲の理解が得やすくなっているのかもしれません。

Q.あなたは現在、親がケガや病気をしたら、すぐに親の元に駆けつけられますか。
（回答者数600人、単数回答）

離れて暮らす高齢の親にトラブルがあった時の対応

仕事などを早退してすぐ
駆けつけられる（当日）

54.8%

駆け付け
られない
11.7%

Q.あなたは親にもしものことがあった時、何日くらい仕事を休めますか。
（回答者数600人、単数回答）

9.4%

13.0%

3.8%

21.3%

必要な日数休める
5日程度
3日程度
1日
休めない
わからない

必要な日数休める
50.0%

休めない 2.5%
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自分の親孝行を採点するとは、平均44点 Q.あなたは、自分の＜親孝行度合＞に
点数をつけるなら何点ですか。

（回答者数600人、0~100点の数字で回答）

18.7%

6.8%

12.0%

4.5%

27.8%

9.2%

8.0%

7.5%

2.8% 2.7%

0-10点

11-20点

21-30点

31-40点

41-50点

51-60点

61-70点

71-80点

81-90点

91-100点

調査回答者属性

自分の＜親孝行度合＞を採点してもらったところ、41-50点

と回答した人が27.8%と最も多く、平均点は44点でした。

男女別の平均点を見ると、男性は40点、女性47点で、女性

のほうが少し高い結果となりました。

高齢者を見守るには
「地域の見守りネットワーク」や「非常時に通報できる端末」があると安心

高齢者を見守るために、どのような備えがあれば安心できると思う

か聞いたところ、「地域の見守りネットワーク」（41.7%）、「転倒な

ど非常時に通報できる端末」（26.7%）、「郵便や宅配、警備な

どのインフラを使った見守りネットワーク」（23.8%）の順に多い結

果となりました。

また、親に不安を感じており、その不安を解消できていないという人

は、多くの備えがあったほうが良いと考えていることが分かりました。

現在、様々な自治体で「見守りネットワーク」の構築が進んでいま

す。回答者の多くは、「見守りネットワーク」と聞いて、自治体の取り

Q.あなたは、高齢者を見守るために、
どのような備えがあれば安心できると思いますか。

（回答者数600人、複数回答）

地域の見守りネットワーク 41.7%

転倒など非常時に通報できる端末 26.7%

郵便や宅配、警備などの
インフラを使った見守りネットワーク

23.8%

24時間の健康相談窓口 21.8%

火災の非常通報システム 20.0%

組みではなく、昔ながらの「ご近所付き合い」をイメージして回答している可能性があります。もし、ご近所付き合いが活発にな

り、親のことを気にかけてくれるご近所さんとの交流が深まれば、離れて暮らす高齢の親への不安が減るかもしれません。

また、親の足腰が弱ったり、物忘れが多くなったりした場合に備え、異常の発見が早まる可能性が高まるサービスへの期待も

高いことがわかりました。

親孝行を採点すると

合計

70歳以上 父

×

70歳以上 母

別居している
（同じ市区町村内）

別居している
（市区町村が異なる）

同居または
亡くなっている

別居している
（同じ市区町村内）

別居している
（市区町村が異なる）

同居または
亡くなっている

男性

30代 100人 27人 65人 8人 25人 70人 5人

40代 100人 23人 61人 16人 27人 64人 9人

50代 100人 14人 37人 49人 26人 63人 11人

女性

30代 100人 17人 75人 8人 20人 72人 8人

40代 100人 24人 56人 20人 28人 65人 7人

50代 100人 17人 38人 45人 29人 65人 6人

合計 600人 122人 332人 146人 155人 399人 46人
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お客様が体調の不良を感じ、誰

かの手助けを必要とする場合に、

非常押しボタンを押すと訓練を受

けたALSOKのガードマンがお客様

宅に急行し、必要な対応を行いま

す。必要に応じて救急車の手配や

親族への連絡、不在となるお客様

宅の戸締りを行う、ご高齢者向け

緊急通報サービスです。

高齢者向け訪問講座「ALSOKほっとライフ講座」を

2013年10月より開始しました。当社社員が講師とし

て地域包括支援センター等へ赴き、高齢者を狙った犯

罪の傾向と対策について楽しみながら学べる「防犯かる

た 講座」と「防犯クイズ講座」、または、パートナーに

万が一の事があった時に備えるための「救急救命体験

講座」を実施します。

厚生労働省の推計によると、今後65歳以上の高齢者人

口は増加を続け、2025年には全人口の約30％、2055

年には全人口の約40％となることが見込まれています。

そのため高齢者向けの施設や介護人材は今後大幅に

不足することが予想されています。

当社は、こうした社会課題に対応するため、2014年に

㈱HCM、2015年にはALSOKあんしんケアサポート㈱を

M&Aにより子会社化し、訪問介護・居宅介護支援サービ

スを中心に提供してきました。さらに、2016年5月には

グループホームや有料老人ホーム等施設系介護を主に

行なう㈱ウイズネットがグループに加わり、施設・訪問・居宅

というトータルな介護サービスが提供可能な体制を整えまし

た。

ご高齢者の転倒や徘徊、女性・

子供の連れ去りなどから大切な人を

守る、通話機能・安否確認機能付

きのモバイル端末です。ご高齢者の

位置情報を確認し、必要に応じて

ALSOKのガードマンを現地に急行さ

せることができます。

認知症により徘徊する恐れのあるご高齢者向けの製品で、充電不要、極めて軽量という特長があります。小型の「み

まもりタグ」を持つ方が「みまもりタグアプリ」をインストールしたスマホ等とすれ違うと、スマホの位置情報（匿名）をサーバ

が取得し、ご家族等が履歴を確認できます。ご高齢者の徘徊を地域ぐるみで見守るためにご利用いただけます。

← みまもりタグ

← みまもりタグ
専用靴

みまもりタグ
感知器 →

離れて暮らす親を見守るALSOKのサービス

徘徊対策商品 みまもりタグ

通話付きGPS端末 まもるっく
ご高齢者向け緊急通報サービス

HOME ALSOK みまもりサポート

高齢者向け訪問講座

ALSOKほっとライフ講座

ALSOKの介護事業


